
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

中
学
・
高
校

生（
大
村
・
東
彼
杵
地
区
）弁
論
大
会
」を

さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。弁
士

た
ち
は
、日
頃
感
じ
て
い
る
社
会
に
対
す

る
疑
問
や
想
い
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響

く
ほ
ど
の
力
強
い
声
で
発
表
。中
学
生
の

部
で
は
、山
下
美

咲
輝
さ
ん（
西
大

村
中
３
年
）が
、

高
校
生
の
部
で

は
、矢
部
小
羽
紅

さ
ん（
大
村
高
１

年
）が
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

新
入
団
員
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
の
習

得
や
、幹
部
団
員
の
指
導
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め「
大
村
市
消
防
団
夏
季
特
別
教

養
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
し
た

団
員
た
ち
は
、消
防
車
の
走
行
に
関
す
る

諸
法
令
な
ど
の
講
習
や
、消
防
署
員
の
指

導
の
も
と
ホ
ー

ス
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
実
技

訓
練
な
ど
を
行

い
、活
動
に
必
要

な
知
識
や
技
術

を
習
得
し
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
市
民
と
し
て
の
自
覚
と

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う

と
、「
子
ど
も
議
会
」を
開
催
し
、市
内
の

小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
生
16
人
が
子
ど

も
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。子
ど
も

議
員
た
ち
は
、議
場
の
質
問
者
席
に
登
壇
。

市
長
や
市
の
理

事
者
を
前
に
自

然
災
害
へ
の
対

策
や
農
家
の
減

少
に
つ
い
て
な

ど
、市
政
に
関
す

る
質
問
や
、提
案

を
行
い
ま
し
た
。

「
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
郡
川
で
開

催
し
ま
し
た
。身
近
な
川
や
川
の
生
き
物

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、毎
年

市
内
の
河
川
で
開
催
。事
故
防
止
の
た
め

に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
子
ど
も

た
ち
は
、川
の
水
の
冷
た
さ
に
嬉
し
そ
う

な
声
を
上
げ
な

が
ら
、水
中
の
小

魚
や
エ
ビ
を
網

で
す
く
っ
た
り
、

岩
を
動
か
し
て

カ
ニ
を
捕
ま
え

た
り
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

若
者
の
熱
い
想
い 

ホ
ー
ル
に
響
く

火
災
に
備
え
て
技
術
を
習
得

子
ど
も
の
視
点
で
真
剣
質
問

川
の
生
き
物
み
〜
つ
け
た
！

雄ケ原町に工場がある伸和コントロールズ株式会社（本社 
神奈川県）から、企業版ふるさと納税制度を活用したご寄附
をいただきました。この制度を活用した本市への初めてのご
寄附となりました。いただいた寄附金は、同社の意向により、
市内中学校への楽器購入など子どもたちの教育環境の充実
に関する事業に活用させていただきます。

東京2020オリンピックに出場するポルトガルのトライア
スロンチームが、本市で事前キャンプを行いました。今回の
キャンプは、市トライアスロン協会のサポートのもと練習を
実施。選手たちは大会本番に向け、日本の気候に体を慣らし
ながら最終調整を行っていました。トライアスロンチームの
皆さんの大会結果は、2ページに掲載しています。

おおむら \ニュース /

7/11

\ カメラスポット /
８/３ ７/１８８/４

西九州新幹線に導入される「かもめ」の車両デザインが決定
しました。デザインしたのは、「ななつぼしin九州」などを手掛
けた水戸岡鋭治氏。このデザインには「新幹線」と「かもめ」の
白、JR九州のコーポレートカラーの赤、２つの色で九州から
日本各地へ風を吹かせるという思いが込められています。こ
の車両は、令和4年秋の開業と同時に運行を開始します。

大村・諫早両市の官民で組織する「国道34号大村・諫早間整
備促進期成会」総会が諫早市で開催されました。総会では渋
滞が恒常化し、昨年の豪雨で冠水被害を受けた、国道34号の
大村市与崎から諫早市本野間について、事業の進捗状況報告
や、４車線化の早期実現に向けて、両市がさらに連携し関係
機関へ強く要望していくことが確認されました。

西九州新幹線「かもめ」車両デザイン決定７/28 オンリーワンの新幹線
ポルトガル トライアスロンチーム事前キャンプ７/１８ 東京五輪本番に向け最終調整

企業版ふるさと納税贈呈式7/15 ご寄附ありがとうございました
国道34号大村・諫早整備促進期成会総会７/19 国道34号4車線化へ向けて

※関係者は毎日PCR検査などの感染症対策を実施しました。※関係者は毎日PCR検査などの感染症対策を実施しました。
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